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(57)【要約】
【課題】装置構成を複雑化することなく汎用性および信
頼性の高いＤ＆Ｃパスを形成することができるトランス
ポンダ装置、光分岐装置および光信号伝送方法を提供す
る。
【解決手段】波長多重伝送ネットワークのノードにおけ
る波長スイッチ機能部のいずれの方路からも独立したト
ランスポンダ装置（１０，２０）は波長スイッチ機能部
から入力した光信号を１つの受信光(Drop)および少なく
とも１つの通過光(Continue)に分岐するＤ＆Ｃ分岐手段
（１０ａ、２０ａ）を有する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　波長多重伝送ネットワークのノードにおける波長スイッチ機能部のいずれの方路からも
独立したトランスポンダ装置であって、
　前記波長スイッチ機能部から入力した光信号を１つの受信光および少なくとも１つの通
過光に分岐する光分岐手段を有することを特徴とするトランスポンダ装置。
【請求項２】
　前記光信号の光パワーレベルを監視する入力光監視手段と、
　前記光信号を光増幅して前記光分岐手段へ出力する光増幅手段と、
をさらに有することを特徴とする請求項１に記載のトランスポンダ装置。
【請求項３】
　少なくとも前記受信光の光パワーレベルを監視する出力光監視手段をさらに有し、前記
出力光監視手段の監視信号に基づいて前記光増幅手段の増幅率を制御することを特徴とす
る請求項２に記載のトランスポンダ装置。
【請求項４】
　前記受信光を受信してクライアント信号として送信する送受信手段をさらに有すること
を特徴とする請求項１－３のいずれか１項に記載のトランスポンダ装置。
【請求項５】
　前記光信号の波長および方路に限定されない光挿入分岐ノードにおけるトランスポンダ
バンクに装着されることを特徴とする請求項１－４のいずれか１項に記載のトランスポン
ダ装置。
【請求項６】
　前記光分岐手段と前記送受信手段とは着脱可能に接続されることを特徴とする請求項４
に記載のトランスポンダ装置。
【請求項７】
　波長多重伝送ネットワークのノードにおける波長スイッチ機能部のいずれの方路からも
独立した光分岐装置であって、
　前記波長スイッチ機能部から入力した光信号を１つの受信光および少なくとも１つの通
過光に分岐する光分岐手段と、
　前記受信光を受信してクライアント信号として送信する送受信手段を着脱可能に接続す
る光コネクタ手段と、
　を有することを特徴とする光分岐装置。
【請求項８】
　前記光信号の光パワーレベルを監視する入力光監視手段と、
　前記光信号を光増幅して前記光分岐手段へ出力する光増幅手段と、
をさらに有することを特徴とする請求項７に記載の光分岐装置。
【請求項９】
　少なくとも前記受信光の光パワーレベルを監視する出力光監視手段をさらに有し、前記
出力光監視手段の監視信号に基づいて前記光増幅手段の増幅率を制御することを特徴とす
る請求項７に記載の光分岐装置。
【請求項１０】
　波長多重伝送ネットワークのノードにおける波長スイッチ機能部のいずれの方路からも
独立したトランスポンダ装置における光信号伝送方法であって、
　光分岐手段が前記波長スイッチ機能部から入力した光信号を少なくとも２以上の分岐光
に分岐し、
　１つの分岐光を受信光としてトランスポンダへ出力し、他の１以上の分岐光を通過光と
して下流のノードへ送信することを特徴とする光信号伝送方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は光伝送ネットワークノードにおけるトランスポンダ装置に係り、特にドロップ
・アンド・コンティニュ(Drop and Continue) 機能を有するトランスポンダ装置、光分岐
装置および光信号伝送方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　波長分離多重(Wavelength Division Multiplexing：WDM)方式の光伝送ネットワークに
おけるノードは波長スイッチ機能を有し、光信号のままで（電気信号に変換することなく
）所望の方路(direction)への切替やクライアント信号の挿入／分岐(Add/Drop)を行うこ
とができる。一般に、２つの方路(two degree of direction,あるいはtwo degrees)を有
するノードをROADM(Re-configurable Optical Add Drop Multiplexer)ノードと呼び、３
つ以上の方路を有するものをWXC(Wavelength Cross-connect)ノードとよぶ。ただし、最
近では、２つ以上の方路を有するノードをMulti-degree ROADMノードとも呼ぶので、これ
らをまとめて，以下、ROADM（WXC)ノードと記すことにする。
【０００３】
　ROADM（WXC)ノードには、方路の切替を行う波長スイッチ部の他に、クライアント側と
の信号の授受を行うためのトランスポンダ（Transponder, 以下適宜TPNDと略す。）が設
けられている。トランスポンダは、クライアント側からの送信信号を長距離光伝送に適し
た主信号に変換して送り出し、またノードが受信した主信号からクライアント信号を分岐
してクライアント側へ引き渡す機能を担う。以前はトランスポンダと波長スイッチ部との
間の接続が固定的であったが、その制約を取り除いた次世代 ROADM, WXCとして、CDC (Co
lorless, Direction-less, Contention-less) ROADMが知られている。Colorlessはトラン
スポンダと波長スイッチ部の間の接続ポートの波長が限定されないこと、Direction-less
はあるトランスポンダと接続可能な方路が限定されないこと、Contention-lessはさらに
閉塞(blocking)となるケースが無いこと、をそれぞれ意味している。
【０００４】
　図１は典型的なCDC ROADMの基本構成を示すブロック図である。波長スイッチ部の中核
部分は 分割（放送）・選択(Split (Broadcast) and Select)構成が一般的である。ここ
では、ｎ個の方路の各々に対して、波長選択スイッチWSS (Wavelength Selective Switch
, N入力M出力)およびパワースプリッタPS(Power Splitter)が設けられ、クライアント側
には送信信号の挿入(Add)および受信信号の分岐(Drop)を行うためのトランスポンダバン
クB1-Bmが設けられ、分割（放送）・選択を実現する。以前のトランスポンダは方路に管
理上属していたが、CDC ROADMでは、トランスポンダがいずれの方路にもつなげられるこ
とから、管理上、いずれの方路にも属さない独立した存在になっている。このような方路
に依存しない挿入／分岐機能部あるいはクライアント信号の送受信部を挿入／分岐バンク
(Add/Drop Bank)あるいはトランスポンダバンク(Transponder Bank)と呼ぶ。したがって
、分割（放送）・選択構成では、各IFポートが外部から入力された信号を全てのIFポート
に配り、各IFポートは配られた中から自IFポート宛ての信号を選択して外部に出力するこ
ととなり、フルメッシュトポロジとも呼ばれる。
【０００５】
　このような分割（放送）選択構成において、１つのトランスポンダバンクを波長スイッ
チ中核部に接続することは、分割（放送）・選択構成のメンバを１つ追加すること（１つ
の方路を追加すること）と等価であり、これにより高い汎用性が得られると共に、機能あ
るいは容量の拡張が容易になる。ただし、トランスポンダバンクの追加／削除の単位は、
方路のような明確な定義がなく、経済性の観点から適度な大きさが選ばれる。たとえば、
大量のトラフィックのほとんどが通過するノードでは、トランスポンダバンクの大きさは
ノードを行き交うトラフィック量に比べてはるかに小さくてもよい。
【０００６】
　ところで、伝送網(Transport Network)では、送信器と受信器とが一組になる１：１通
信が大多数であり、１つの送信器から複数の受信器へ送信する１：Ｎ通信あるいは放送型
通信は少数である。このような伝送網において放送型を実現するために、各ノードにはド
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ロップ・アンド・コンティニュ(以下Ｄ＆Ｃという記す。）と呼ばれる特別な機能が設け
られている。Ｄ＆Ｃ機能は、図２に示すように、受信側の各ノードにおいて、送信側の上
流ノードから受信した光信号を分岐し、１つの分岐光信号を自ノードで受信し（Drop)、
他の分岐光信号を下流ノードへ転送する（Continue)機能である。
【０００７】
　光ネットワークノードにおいてＤ＆Ｃ機能を実現する技術は、たとえば特許文献１に開
示されている。また、特許文献２に開示された光分岐挿入装置では、入力光を出力ポート
へスルーさせる経路と所望波長の信号光を入力光に対して挿入／分岐させるポートとを設
けることにより、伝送信号を切断することなくＤ＆Ｃ機能を実現することが図られている
（特許文献２の明細書段落００３４等を参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特許第４３６１０９２号明細書
【特許文献２】特開２００６－０８７０６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、光伝送網におけるノードで光信号のままＤ＆Ｃ機能を提供するものには
次のような課題があった。
【００１０】
　まず、Ｄ＆Ｃ機能を実現するための専用部分が光交換中核部から独立していないために
、図１に示す分割（放送）・選択構成における汎用性が損なわれる。
【００１１】
　もし図１に示すような構成の汎用性を損なわずにＤ＆Ｃ機能を実現しようとすれば、ト
ランスポンダバンクB1-Bmのトランスポンダを次のような変更することが考えられる。具
体的には、図２における受信側ノードＮ２のように主信号を通過(Continue)させるだけの
ノードでは、図３（Ａ）に示すような再生中継用のトランスポンダカード１を用いて受信
信号を折り返して送信する。図２における受信側ノードＮ１あるいはＮ３のように主信号
を受信（Drop)および通過(Continue)させるノードでは、図３（Ｂ）に示すように、通常
のトランスポンダカード２のクライアント側に光分岐部３を設け、クライアント側へ送信
する信号を分岐させ、ドロップさせる分岐光をクライアント側へ出力し、通過させる分岐
光をトランスポンダカード２へ折り返してＷＤＭ側へ送信する。
【００１２】
　図３（Ａ）に示す再生中継用のトランスポンダカード１は、通常のトランスポンダカー
ドを２枚、背中合わせ(Back-to-back)に使って再生中継する。その場合、クライアント側
インタフェースは無駄になるので、それを省略した再生中継専用のカードを品揃えするこ
とがある。
【００１３】
　図３（Ｂ）に示す再生中継型Ｄ＆Ｃ構成は、通常のトランスポンダカード２に光分岐部
３を追加するだけでＤ＆Ｃ機能を実現でき、さらにコンティニュ信号が再生中継されるた
めに信号伝送の確実性が高まるという利点がある。しかしながら、クライアント側への送
信信号を折り返し、それをさらにＷＤＭ側の送信信号に変換して送信するために遅延が増
大し、さらにＷＤＭ側およびクライアント側の両方に送受信器を設ける必要があり、Ｄ＆
Ｃ機能を実現するための装置構成が複雑となり、低コスト化が困難となる。また、クライ
アント側インタフェースの途中で光分岐して折り返すので、光分岐ロスの補償が困難で、
パワーレベルが下がって接続距離が短くなるなどの問題がある。さらに、光分岐部３の収
容スペースの確保、光コネクタ接続点の設置などを考慮する必要があり、設計の自由度が
大きく低下するという難点もある。さらに、光分岐部品は脱着可能でありながら監視対象
外となってしまうため、接続が誤っていたり接続が外れていたり、ということが起きうる
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にもかかわらず、十分監視できないという欠点がある。
【００１４】
　また、ネットワーク管理の観点から、Ｄ＆Ｃ機能を採用すると、NMS(Network Manageme
nt System)が１：１通信をモデルにしているために、ネットワーク管理に特別な考慮が必
要となる。すなわち、NMSの主な役割の一つがネットワーク上のパス（経路）の管理であ
り、そのパスのモデルの基本は１：１通信モデルであるから、１：Ｎ通信モデルを扱うに
は画面表示をはじめとして多くの特別配慮が必要となる。放送型に特化した網であればそ
れに特化したNMSが用意されるが、１：１通信が大半の網において一部の1:Ｎ通信モデル
のための特別な取り扱いはなるべく避けることが望ましい。
【００１５】
　そこで、本発明の目的は、装置構成を複雑化することなく汎用性および信頼性の高いＤ
＆Ｃパスを形成することができるトランスポンダ装置、光分岐装置および光信号伝送方法
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明によるトランスポンダ装置は、波長多重伝送ネットワークのノードにおける波長
スイッチ機能部のいずれの方路からも独立したトランスポンダ装置であって、前記波長ス
イッチ機能部から入力した光信号を１つの受信光および少なくとも１つの通過光に分岐す
る光分岐手段を有することを特徴とする。
【００１７】
　本発明による光分岐装置は、波長多重伝送ネットワークのノードにおける波長スイッチ
機能部のいずれの方路からも独立した光分岐装置であって、前記波長スイッチ機能部から
入力した光信号を１つの受信光および少なくとも１つの通過光に分岐する光分岐手段と、
前記受信光を受信してクライアント信号として送信する送受信手段を着脱可能に接続する
光コネクタ手段と、を有することを特徴とする。
【００１８】
　本発明による光信号伝送方法は、波長多重伝送ネットワークのノードにおける波長スイ
ッチ機能部のいずれの方路からも独立したトランスポンダ装置における光信号伝送方法で
あって、光分岐手段が前記波長スイッチ機能部から入力した光信号を少なくとも２以上の
分岐光に分岐し、１つの分岐光を受信光としてトランスポンダへ出力し、他の１以上の分
岐光を通過光として下流のノードへ送信することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、装置構成を複雑化することなく汎用性および信頼性の高いＤ＆Ｃパス
を形成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】図１は典型的なCDC ROADMの基本構成を示すブロック図である。
【図２】図２はＤ＆Ｃ機能を説明するためのネットワーク図である。
【図３】図３（Ａ）は再生中継用のトランスポンダカードの一例を示すブロック図であり
、図３（Ｂ）は通常のトランスポンダカードを用いた再生中継型Ｄ＆Ｃ構成を示すブロッ
ク図である。
【図４】図４は本発明の第１実施形態によるＤ＆Ｃトランスポンダ装置を示すブロック図
である。
【図５】図５は本発明の第２実施形態によるＤ＆Ｃトランスポンダ装置におけるＤ＆Ｃ分
岐装置およびトランスポンダ装置を示すブロック図である。
【図６】図６は各実施形態によるＤ＆Ｃトランスポンダ装置を用いた光伝送ネットワーク
におけるＤ＆Ｃ機能を説明するためのネットワーク図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
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　本発明によれば、クライアント側に対する送受信機能部の前段にＣ＆Ｄ光分岐機能部を
配置することにより、図１に示す分割（放送）・選択構成における汎用性を損なうことな
く、かつ装置構成を複雑化することなく、信頼性の高いＤ＆Ｃパスを形成することができ
る。以下、本発明の実施形態について図面を参照しながら詳細に説明する。
【００２２】
　１．第１実施形態
　図４に示すように、本発明の第１実施形態によるＤ＆Ｃトランスポンダカード１０は、
Ｄ＆Ｃパスを構成し光分岐のロス補償を行うＤ＆Ｃ分岐部１０ａとトランスポンダ部１０
ｂをからなり、図１に示す分割（放送）・選択構成におけるトランスポンダバンクにその
まま実装可能なカード形態をしている。伝送されてきた光信号は、Ｄ＆Ｃ分岐部１０ａで
２つ以上に分岐され、そのうちの１つがトランスポンダ部１０ｂに入ってクライアント側
に受信データを出力し(Drop)、それ以外の分岐光が光信号のまま折り返されて光信号出力
となり下流ノードへ伝送される(Continue)。
【００２３】
　Ｄ＆Ｃ分岐部１０ａは、光アンプ１０１、光分岐部１０２、光パワーモニタ１０３およ
び１０４を有する。光アンプ１０１は光分岐によるレベル低下を補償するために設けられ
ており、受信した光信号を増幅して光分岐部１０２の入力ポートに出力する。光分岐部１
０２は、ここでは３つの出力ポートを有し、１つの出力ポートからトランスポンダ部１０
ｂへ光信号を出力し、他の２つの出力ポートから２つの送信光信号をそれぞれ下流ノード
へ出力する。
【００２４】
　さらに、光パワーモニタ１０３は受信光信号の光パワーが所定のパワーで届いているか
どうかを監視し、光パワーモニタ１０４は光アンプ１０１から光分岐部１０２の入力ポー
トに入力する光信号のパワーを監視する。光パワーモニタ１０３および１０４により、WD
M側の受信パワーおよび送信パワーの正常性を監視する。なお、光パワーモニタ１０４や
それ以降の光パワーモニタの監視信号をフィードバックして光アンプ１０１の増幅率を制
御することで、クライアント側のパワーレベルを正規の範囲に調整することも可能である
。光アンプ１０１や光分岐部１０２はＤ＆Ｃトランスポンダカード内部で接続されている
ため誤接続が防止できる。
【００２５】
　トランスポンダ部１０ｂは、WDM側インタフェースとして少なくとも受信器１０５と、
受信信号のフレーム同期をとって送信器１０７へ出力するフレーマ１０６と、クライアン
ト側インタフェースとして少なくとも送信器１０７とを有する。クライアント側インタフ
ェースは、標準化され、異ベンダ対向も可能で、比較的安価な光インタフェースである。
WDM側インタフェースは独自開発されたもので同一ベンダの同一品種でのみ対向可能であ
り、比較的高価な光インタフェースである。
【００２６】
　なお、光分岐部１０２は、Continue用の分岐を２つ以上持つことも可能で、その場合は
Continue信号を分岐して複数の下流ノードへ流すことができる。本実施形態では、クライ
アント側から受信してWDM側に送信する機能は不要のため、その電気回路を省略して低コ
スト化、低消費電力化も図ることができる。
【００２７】
　２．第２実施形態
　図５に示すように、本発明の第２実施形態によるＤ＆Ｃトランスポンダ装置２０は、Ｄ
＆Ｃパスを構成し光分岐のロス補償を行うＤ＆Ｃ分岐カード２０ａと、送受信機能部であ
るトランスポンダカード２０ｂと、を分離して光コネクタで接続可能にした分離型である
点が上記第１実施形態と異なっている。Ｄ＆Ｃ分岐カード２０ａは、図１に示す分割（放
送）・選択構成におけるトランスポンダバンクにそのまま実装可能なカード形態をしてい
る。それぞれの内部構成は、図４に示す第１実施形態と同じであるから、同じ参照番号を
付して説明は省略する。ただし、トランスポンダカード２０ｂを分離させたので、通常の
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トランスポンダカードと同様に、その受信ポートに受信パワーモニタ１０８が追加されて
いる。
【００２８】
　Ｄ＆Ｃ分岐カード２０ａは光アンプ１０１と光分岐部１０２からなる全光型で光信号の
種類に依存しない。したがって、たとえば最初はギガビットイーサネット(GbE)信号のＤ
＆Ｃパスであったものを10GbEの容量に増大させる場合、Ｄ＆Ｃ分岐部１０ａはそのまま
継続利用できる（なお、「イーサネット」は登録商標である。)。さらに、Ｄ＆Ｃ分岐カ
ード２０ａは、図１に示す分割（放送）・選択構成におけるトランスポンダバンクにその
まま実装可能であるから、分割（放送）・選択構成の汎用性を損なうことなくＣ＆Ｄバス
の容量変更などを容易に行うことができる。上述したようにＤ＆Ｃパスの容量を増大させ
る場合であっても、Ｄ＆Ｃ分岐カード２０ａを接続したままで（したがってContinue光を
切断することなく）、トランスポンダカード２０ｂだけを容量の大きいものに交換すれば
よい。
【００２９】
　さらに、トランスポンダカード２０ｂを取り外せば、Ｄ＆Ｃ分岐カード２０ａによる光
分岐だけとなるので、入力光信号を光分岐させて通過(Continue)させることができる。そ
の場合、光分岐部１０２から得られるドロップ光は無駄になるが、受信したくなった時に
トランスポンダカード２０ｂを接続するだけで、Continue光の一時的な断を生じさせずに
受信信号の再生が可能となる。
【００３０】
　なお、本実施形態においても、図４と同様に、トランスポンダカード２０ｂにはクライ
アント側から受信しWDM側に送信する機能が省略され低コスト化および低消費電力化を図
っている。ただし、本実施形態によれば、Ｄ＆Ｃ分岐カード２０ａとトランスポンダカー
ド２０ｂとが着脱可能に分離されているので、図１に示す分割（放送）・選択構成におけ
るトランスポンダバンクに実装する通常のトランスポンダカードをそのまま使うことがで
きるという利点がある。
【００３１】
　上述したように、Ｄ＆Ｃ分岐カード２０ａは、図１に示す分割（放送）・選択構成にお
けるトランスポンダバンクにそのまま実装可能であるから、これにトランスポンダカード
２０ｂを接続することでＤ＆Ｃパスの開通やメンテナンスにおいてCDC ROADMのメリット
を享受することができる。例えば、トランスポンダバンクにあらかじめ予備のＤ＆Ｃ分岐
カード２０ａを設置しておき、需要が生じた時に遠隔から接続して使用開始することがで
きる。
【００３２】
　３．光伝送ネットワーク
　図６に示すように、上述した本発明の第１および第２実施形態によるＤ＆Ｃ分岐機能部
（Ｄ＆Ｃ分岐部１０ａ、Ｄ＆Ｃ分岐カード２０ａ）を受信側ノードＮ１－Ｎ３の各々のト
ランスポンダバンクに設置することで、送信ノードからの主信号を通過(Continue)させ、
かつ必要に応じてトランスポンダカードＲを通して受信(Drop)することができる。その際
、Ｄ＆Ｃ分岐機能部には、受信信号モニタ（光パワーモニタ１０３）が設けられているの
で、通常のトランスポンダカードと同様の受信パワーの管理モデルを適用することができ
、さらに送信信号モニタ（光パワーモニタ１０４）および光アンプ１０１が設けられてい
るので、分岐光パワーの減衰を補償して所定の規定範囲に制御することができる。
【００３３】
　このようにＤ＆Ｃ分岐機能部をトランスポンダバンクに設置するだけで、装置構成を複
雑化することなく、信頼性の高いＤ＆Ｃパスを容易に設定することができる。
【００３４】
　４．効果
　上述したように、本発明の第１および第２実施形態によれば、Ｄ＆Ｃトランスポンダカ
ード１０あるいはＤ＆Ｃ分岐カード２０ａをトランスポンダバンクのトランスポンダのよ
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うに、任意の場所に、任意の波長で、任意の個数、設置することが可能であり、トランス
ポンダバンクに設置することにより、CDC ROADMのColorless, Direction-less, Contenti
on-lessという特徴をＤ＆Ｃパスで享受することができる。Ｃ＆Ｄ機能部をROADM部あるい
はWXC部に組み入れたのではこの自由度は得られない。
【００３５】
　また、Ｄ＆Ｃトランスポンダカード１０あるいはＤ＆Ｃ分岐カード２０ａには、光パワ
ーモニタ１０３，１０４が設けられているので、通常のトランスポンダカードと同様の受
信パワーの管理モデルを適用できる。すなわち、図６に示すようにＤ＆Ｃパスを１：１通
信モデルで表現できるので、ＮＭＳでの管理も容易となる。
【００３６】
　このように、Ｄ＆Ｃ機能部を光交換中核部から独立したトランスポートバンクに実装す
るカード形態にすることで、ROADM(WXC)部の汎用性を損なわず、Ｄ＆Ｃパスは通常のパス
と同様にCDC ROADMのメリットを得ることができる。また、遠隔からの接続変更が可能と
なり、図６に示すように、１：１通信モデル(通常のTPND)に似せることができるのでNMS
での管理に特別な考慮が不要となる。さらに、光アンプにより光分岐による損失が補償さ
れ、光パワーモニタによるフィードバック制御により、分岐光パワーを正規のレベルで維
持できる。
【００３７】
　５．付記
　上述した実施形態の一部あるいは全部は、以下の付記のようにも記載されうるが、これ
らに限定されるものではない。
【００３８】
　（付記１）
　波長多重伝送ネットワークのノードにおける波長スイッチ機能部のいずれの方路からも
独立したトランスポンダ装置であって、
　前記波長スイッチ機能部から入力した光信号を１つの受信光および少なくとも１つの通
過光に分岐する光分岐手段を有することを特徴とするトランスポンダ装置。
【００３９】
（付記２）
　前記光信号の光パワーレベルを監視する入力光監視手段と、
　前記光信号を光増幅して前記光分岐手段へ出力する光増幅手段と、
をさらに有することを特徴とする付記１に記載のトランスポンダ装置。
【００４０】
（付記３）
　少なくとも前記受信光の光パワーレベルを監視する出力光監視手段をさらに有し、前記
出力光監視手段の監視信号に基づいて前記光増幅手段の増幅率を制御することを特徴とす
る付記２に記載のトランスポンダ装置。
【００４１】
（付記４）
　前記受信光を受信してクライアント信号として送信する送受信手段をさらに有すること
を特徴とする付記１－３のいずれか１項に記載のトランスポンダ装置。
【００４２】
（付記５）
　前記光信号の波長および方路に限定されない光挿入分岐ノードにおけるトランスポンダ
バンクに装着されることを特徴とする付記１－４のいずれか１項に記載のトランスポンダ
装置。
【００４３】
（付記６）
　前記光分岐手段と前記送受信手段とは着脱可能に接続されることを特徴とする付記４に
記載のトランスポンダ装置。
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【００４４】
（付記７）
　波長多重伝送ネットワークのノードにおける波長スイッチ機能部のいずれの方路からも
独立した光分岐装置であって、
　前記波長スイッチ機能部から入力した光信号を１つの受信光および少なくとも１つの通
過光に分岐する光分岐手段と、
　前記受信光を受信してクライアント信号として送信する送受信手段を着脱可能に接続す
る光コネクタ手段と、
　を有することを特徴とする光分岐装置。
【００４５】
（付記８）
　前記光信号の光パワーレベルを監視する入力光監視手段と、
　前記光信号を光増幅して前記光分岐手段へ出力する光増幅手段と、
をさらに有することを特徴とする付記７に記載の光分岐装置。
【００４６】
（付記９）
　少なくとも前記受信光の光パワーレベルを監視する出力光監視手段をさらに有し、前記
出力光監視手段の監視信号に基づいて前記光増幅手段の増幅率を制御することを特徴とす
る付記７に記載の光分岐装置。
【００４７】
（付記１０）
　前記光信号の波長および方路に限定されない光挿入分岐ノードにおけるトランスポンダ
バンクに装着されることを特徴とする付記７－９のいずれか１項に記載の光分岐装置。（
付記１１）
　波長多重伝送ネットワークのノードにおける波長スイッチ機能部のいずれの方路からも
独立したトランスポンダ装置における光信号伝送方法であって、
　光分岐手段が前記波長スイッチ機能部から入力した光信号を少なくとも２以上の分岐光
に分岐し、
　１つの分岐光を受信光としてトランスポンダへ出力し、他の１以上の分岐光を通過光と
して下流のノードへ送信することを特徴とする光信号伝送方法。
【００４８】
（付記１２）
　入力光監視手段が前記光信号の光パワーレベルを監視し、光増幅手段が前記光信号を光
増幅して前記光分岐手段へ出力することを特徴とする付記１１に記載の光信号伝送方法。
【００４９】
（付記１３）
　出力光監視手段が少なくとも前記受信光の光パワーレベルを監視し、前記出力光監視手
段の監視信号に基づいて前記光増幅手段の増幅率を制御することを特徴とする付記１２に
記載の光信号伝送方法。
【産業上の利用可能性】
【００５０】
　本発明はＷＤＭ光伝送ネットワークにおけるＲＯＡＤＭ／ＷＸＣノードに適用可能であ
る。
【符号の説明】
【００５１】
１０　Ｄ＆Ｃトランスポンダカード
１０ａ　Ｄ＆Ｃ分岐部
１０ｂ　トランスポンダ部
１０１　光アンプ
１０２　光分岐部
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１０３　光パワーモニタ
１０４　光パワーモニタ
１０５　ＷＤＭ側インタフェース
１０６　フレーマ
１０７　クライアント側インタフェース
１０８　光パワーモニタ
２０　Ｄ＆Ｃトランスポンダ装置
２０ａ　Ｄ＆Ｃ分岐カード
２０ｂ　トランスポンダカード

【図１】 【図２】
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